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塾長 倉持 基 

 

■ 塾長コメント ■ 

塾長である私は東京出身ですが、本業は長

崎の古写真研究（私たちの研究グループでは

「歴史写真学」と呼称）を専門とする大学教

員のため、長崎にはいずれ恩返しがしたいと

学生の頃から常々考えていました。また、私

は渋谷区のコミュ二ティＦＭ「渋谷のラジオ」

の番組『渋谷龍馬会』でパーソナリティを務

めています。そのため、私は職業柄、長崎と

関わりのある歴史上の人物のご子孫に知り合

いが多く、更に歴史関係の研究者やエンター

テインメント系の協力者も多いことから、

“歴史・文化×情報発信”をコンセプトに、

情報発信の中心地である渋谷から、一般的に

はあまり知られていない江戸/東京における長

崎の歴史・文化を発信し、東京にお住まいの

方々には東京から遠く離れている長崎を身近

に感じてもらうとともに、長崎出身の方々へ

は郷土愛を呼び覚まし、また、今まで長崎と

繋がりのなかった人たちには長崎に興味や親

しみを持ってもらい、実際に長崎を訪れるき

っかけなることを願って「渋谷・長崎歴史文

化情報発信塾」を企画しました。 

 

■ 塾の目的 ■ 

本塾は、地域の歴史と文化を掘り下げ、そ

れを広く発信することを目的に活動していま

す。また、長崎と東京という、地理的には遠

く離れた二つの地域の歴史的つながりや文化

的交流に焦点を当て、両地域の魅力を再発見

し、それを未来へと伝える架け橋となること

を目指しています。 

 

■ 塾の研究・活動内容 ■ 

昨年度の本塾は、近代以前に長崎に生まれ、

江戸/東京に足跡を残した歴史的人物」を研究

対象とし、成果物としてその中の６名に関す

る冊子を作成しましたが、本年度は、主に長

崎外に生まれて長崎で成長し（ここでいう

「成長」とは、長崎で学んだり技を磨いたり、

商売に励んで名を広めたり評価を上げたりし

たことを意味します）、その後、江戸/東京で

足跡を残した歴史上の人物に関する経歴や事

象、出来事、ゆかりの場所・土地を調べ、記

述して情報化し、成果物（冊子）にまとめて

いくという作業を行いました。なお、本塾で

は、長崎で成長した人物を“長崎育ち”の人

物と定義づけています。 

本年度の塾活動では、江戸時代から近代に

かけての長崎の存在価値を多角的に分析する

とともに、現代における長崎と江戸/東京の歴

史・文化交流の可能性についても探究しまし

た。特に、江戸時代の長崎を通した情報の流

れや、江戸/東京における海外文化の受容と発

展のプロセスに注目し、それぞれの地域が人

物を通してどのように歴史の中で相互に影響

を及ぼし合ってきたのかを検討しました。 

また、本年度はフィールドワークや資料調

査を通じて、新たな史実や文化的背景を明ら

かにすることにも努めました。“長崎育ち”

の偉人たちの長崎における異文化交流に関す

る資料を精査し、明治以降の東京における外

国文化との接点を調査しました。その結果、



両地域のつながりが単なる一時的な交流では

なく、時代を越えて多層的に継続しているこ

とが明らかになりました。 

さらに、本塾では研究成果を地域社会と共

有することを重要視し、コミュニティＦＭや

オンライン活動を通じて広く情報発信に努め

ました。特に、若い世代に対して歴史や文化

への関心を持ってもらうためのワークショッ

プを開催し、参加者とともに学びの場を作る

ことができました。 

今後の活動の方向性としては、長崎・東京

でさらに多くの方々と連携し、歴史や文化に

関心を持つ人々のネットワークを広げること

を目標としています。また、国際的な視点か

らも長崎と東京の交流を考察し、日本と海外

の歴史的関係についての理解を深めていく予

定です。地域の歴史を掘り下げることで、現

代社会における新たな価値を見出し、それを

次世代に継承することが、本塾の果たすべき

役割であると確信しています。 

 

■ 塾活動の成果 ■ 

本年度の塾活動は、最初に本年度の塾の目

的と方法を塾長と塾生との間で共有化し、さ

らに塾生の関心事と今後のスケジュールの確

認作業を行い、本年度の塾の目的に合致する

歴史上の人物の選定作業から始め、人物が出

揃ったところで、それらの人物の資料・情報

の収集を開始しました。 

そして、本年度の研究対象人物の調査・資

料収集を行う一方で、昨年度の成果物で取り

上げた人物の記述内容のブラッシュアップ作

業も同時並行で行い、既に記述された情報に

磨きをかけ、その後見つかった資料や情報を

追加・整理すると共に、引き続き地域を歩い

てフィールドワークも行いました。 

さらに、昨年度・本年度とスポットを当て

た長崎偉人と、まだ研究対象にはなっていな

い他の多くの長崎偉人たちの江戸/東京での足

跡を示すマップを作成し、東京２３区別に住

所・最寄り駅・位置を記述しました。これは、

東京には多くの長崎所縁の地があることを認

識してもらい、長崎に思いを馳せ、その地を

実際に訪れてもらうことを目的としています。 

以上のような調査・研究活動の結果、次の

ような結論に至りました。長崎は江戸時代、

日本で唯一海外との窓口を持つ都市として発

展しましたが、出島を通じてオランダや中国

との交易が行われ、医学・科学・芸術など、

多くの西洋文化がこの地から日本に伝えられ

ました。一方、江戸や明治期の東京では、長

崎を経由してもたらされた西洋文化が吸収さ

れ、都市の発展や近代化に大きく寄与しまし

た。例えば、蘭学者たちが長崎で得た知識を

江戸や東京へ持ち帰り、日本の近代医学の発

展に貢献したことはよく知られています。ま

た、美術や音楽、建築といった文化の領域で

も、長崎を起点とする影響が見られます。江

戸/東京が受けた長崎の歴史や文化、それを橋

渡ししたものこそ、昨年度そして本年度の本

塾で研究対象としたような歴史上の偉人たち

であったということを強く実感することがで

きました。 

最後に、本塾の活動を支えてくださった関

係者の皆さまに深く感謝申し上げます。本塾

は来年度も活動を継続し、さらなる発見と発

信を続けていく所存です。これからも、長崎

と東京の歴史的・文化的なつながりを深める

ための研究やイベントを企画し、多くの方々

とともに学びの場を広げていきたいと考えて

います。引き続き、皆さまのご支援とご協力

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 



渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 活動記録 

日  時 場  所 内   容 

令和 6 年 

5 月 21 日(火) リモート 長崎伝習所開所式にリモートで参加。 

5 月 25 日(土) ともながクリニック（新宿） 
第１回塾会議：塾の目的や活動内容の確認、役割分

担の決定。 

6 月 15 日(土) ともながクリニック（新宿） 

講演会：西洋流火術鉄砲隊保存会（高島流砲術）会

長の勝田真幸さんを講師にお迎えしての講演会。

講演後には勝田さんと塾生とで質疑応答。 

7 月 20 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：６月の定例会で塾生に出した宿題「今年度

の当塾で取り上げていきたい人物や場所」につい

て、塾生に報告してもらう。また、その報告に対す

る質疑応答や討論を行った。 

8 月 10 日(土) 
新宿ビルディング（貸会議

室） 

ミーティング兼役員会：成果物（冊子）に取り上げ

る人物について、役員で選考。 

8 月 17 日(土) ともながクリニック（新宿） 

講演会：榎本武揚玄孫・榎本隆一郎さんを講師にお

迎えしての講演会。講演後には榎本さんと塾生と

で質疑応答。 

8 月 26 日(月) 
新宿アイランドタワー（貸会

議室） 

ミーティング兼役員会：９月に行うフィールドワ

ークに関する打合せ。資料の検討や案内人の手配

など。 

9 月 21 日(土) 中央区築地周辺 
中央区築地周辺の長崎人ゆかりの場所のフィール 

ドワークを参加塾生全員で行う。 

10 月 16 日(水) 
FEEEP 新宿東口（三丁目）店

（貸会議室） 

ミーティング兼役員会：収集した資料や撮影した

写真の整理作業、および次回定例会の内容を検討。 

10 月 26 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：９月のフィールドワークの報告と、本年度

の成果物（冊子）で取り上げる歴史上の人物とその

担当者を決定。 

11 月 30 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：本年度の成果物（冊子）で主に取り上げる

歴史上の人物について執筆を担当する各担当者

に、資料・情報の収集状況や執筆状況など、各担当

者から現時点での途中経過を報告してもらい、今

後の対応策について話し合う。また、2025 年３月

に開催される今年度の長崎伝習所まつりにおける

当塾の企画について、塾生からの意見を聞く。 

12 月 14 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：３名の塾生に、自分が担当している歴史上

の人物の資料や調査状況に関する話を聞いて、塾

生で討論。 



日  時 場  所 内   容 

令和 7 年 

1 月 13 日(土) 
FEEEP 新宿東口（三丁目）店

（貸会議室） 

ミーティング兼役員会：今後の冊子制作と編集作

業に関する打合せ。 

1 月 18 日(月) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：前月とは別の３名の塾生に、自分が担当し

ている歴史上の人物の資料や調査状況に関する話

を聞いて、塾生で討論。 

2 月 1 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：前月、前々月とは別の３名の塾生に、自分

が担当している歴史上の人物の資料や調査状況に

関する話を聞いて、塾生で討論。 

2 月 15 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：さらに別の３名の塾生に、自分が担当して

いる歴史上の人物の資料や調査状況に関する話を

聞いて、塾生で討論。 

3 月 1 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：成果物（冊子）掲載文の最終チェックと長

崎伝習所まつりの当塾ブースで行う展示、映像、ト

ークなどのチェックを行う。また、研究成果報告書

に関する討議も実施する。 

3 月 8 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：長崎伝習所まつりの当塾ブースで行う展

示、映像、トークなどの最終チェック、および研究

成果報告書に関する最終チェックを行う。 

3 月 15 日(土) ベルナード観光通り（長崎） 長崎伝習所まつりに参加。 

3 月 22 日(土) 
FEEEP 新宿東口（三丁目）店

（貸会議室） 

ミーティング兼役員会：長崎伝習所まつりの報告、

成果物（冊子）の配布状況の確認、予算執行状況の

確認などを行う。 

3 月 30 日(日) 渋谷区桜丘 渋谷桜丘桜まつりで研究発表。 

 



 本年度の成果物『長崎偉人の江戸･東京開花(2024年度版)』について 

 

本年度は、主に「長崎外に生まれて長崎で成長した人物（長崎で学んだり技を磨いたり、商売

に励んで名を広めたり評価を上げたりした人物＝長崎育ちの人物）」に着目し、彼らの生涯や功績

を詳しく調査することにしました。具体的には、日本初の産科医である楠本イネ（1827～1903）、

土佐藩出身の政治家である佐々木高行（1830～1910）、長崎で海援隊を結成した坂本龍馬

（1836～67）、長崎海軍伝習所の二期生である榎本武揚（1836～1908）、長崎を拠点に事業

を展開したトーマス・ブレーク・グラバー（1838～1911）、石川島造船所の創立者である平野

富二（1846～92）、日本の近代女子教育の第一人者である石井筆子（1861～1944）、長崎出

身の実業家である梅屋庄吉（1869～1934）、そして日本で初めて国際的な名声をつかんだオペ

ラ歌手である三浦環（1884～1946）の 9名に焦点を当て、研究対象としました。これらの人

物がどのように長崎での経験を糧にし、それぞれの分野で輝かしい業績を挙げて東京に足跡を残

したのかを探ることを目的とし、成果物としての冊子を制作しました。なお、平野富二、石井筆

子、梅屋庄吉については長崎生まれであるため（石井筆子は大村藩出身）、厳密には本年度の研究

対象とは異なりますが、塾生の関心の高さや“長崎育ち”という視点を重視し、特別に研究対象

に加えることとしました。 

それぞれの人物の足跡と功績の詳細については、本塾が発行した冊子『長崎偉人の江戸・東京

開花（2024年度版）』に掲載されています。本冊子では、各偉人の生涯や業績を多角的に分析し、

当時の社会背景とともに詳しく解説しています。内容は次の通りです（括弧内は執筆者）。 

 

1. はじめに（倉持基） 

2. “長崎育ち”の偉人たち(1)…楠本イネ（朝長修、中村奈美、佐藤正子） 

3. “長崎育ち”の偉人たち(2)…佐々木高行（末松康春） 

4. “長崎育ち”の偉人たち(3)…坂本龍馬（倉持基） 

5. “長崎育ち”の偉人たち(4)…榎本武揚（榎本隆一郎） 

6. “長崎育ち”の偉人たち(5)…トーマス・ブレーク・グラバー（小曽根淳二） 

7. “長崎育ち”の偉人たち(6)…平野富二（本間一之） 

8. “長崎育ち”の偉人たち(7)…石井筆子（髙山美枝子、佐々木信子） 

9. “長崎育ち”の偉人たち(8)…梅屋庄吉（倉知志帆） 

10. “長崎育ち”の偉人たち(9)…三浦環（斎藤達章） 

11. 終わりに（小曽根淳二） 

 

次頁から、『長崎偉人の江戸・東京開花（2024年度）』に書かれた内容を基に作成された研究

成果発表用のポスターをご覧いただき、研究成果の一片を垣間見ていただければと存じます。な

お、研究成果発表用のポスターは、本塾塾生の上田佳代子さんにデザインや構成にも工夫を凝ら

しながら丁寧に作成していただきました。 



 『長崎偉人の江戸・東京開花（2024年度版）』表紙 
 

 



 楠本イネ① 

 

 



 楠本イネ② 

 

 



 佐々木高行① 

 

 



 佐々木高行② 

 

 



 坂本龍馬① 

 

 



 坂本龍馬② 

 

 



 榎本武揚① 

 

 



 榎本武揚② 

 

 



 トーマス・ブレーク・グラバー① 

 

 



 トーマス・ブレーク・グラバー② 

 

 



 平野富二① 

 

 



 平野富二② 

 

 



 石井筆子① 

 

 



 石井筆子② 

 

 



 梅屋庄吉① 

 

 



 梅屋庄吉② 

 

 



 三浦環① 

 

 



 三浦環② 

 

 



 塾生の感想 

 

 榎本隆一郎（榎本武揚玄孫） 

榎本武揚・五代目子孫として、私なりの（かなり個人的な）武揚像を描いてみました。長崎に関係ない部分

は大幅に省いていますので、そこにご興味おありの方は、また別の機会にぜひ、お願いいたします。 

 

 倉知志帆 

今回は東京塾ですので、梅屋庄吉さんの関東での足跡とゆかりの地を追ってみました。長崎さるく君が出張でお

供してくれました。機会をいただけて、楽しくフィールドワークでき勉強にもなりました。ありがとうございました。 

 

 佐々木信子（上野彦馬曽孫） 

昨年の上野彦馬の孤独な作業から、今年はメール、Facebook、LINEで連絡を取りながらの協同作業で、不

得手なものはすべて相方にお任せで原稿が仕上がりました。長崎のアメリカ領事館で石井筆子さんがグラント前

大統領からいただいたサイン入りの写真、上野写真館撮影の台紙だったかな？と、楽しく想像しています。 

 

 佐藤正子 

『龍馬伝』から坂本龍馬・福山雅治ファン～長崎 LOVER に。今年の当塾での目標は「長崎と東京の縁つな

ぎ」。今年は楠本イネの晩年の住処・麻布・六本木を巡りました。さて、来年はいかに。 

 

 末松康春（佐々木高行玄孫、伊藤博文玄孫、末松謙澄曽孫） 

高祖父の佐々木高行については、この機会に勉強させてもらいました。ありがとうございました。 

 

 髙山美枝子 

久しぶりのグループでの共同作業という時間、楽しかったです。資料館へ行ったり、データをやり取りしたり、お電話

でお話ししたり。ご一緒した塾生の方は上野彦馬さんのご子孫の方。若い頃、写真館に勤めていたこと、実家が

彦馬さんの生誕地そばだったこともあり、何か時空を超えて繋がれた気がして嬉しかったです。 

 

 中村奈美 

昨年は近代工業化の礎を築いた長崎人をとり上げましたが、今年は自身の仕事柄、医学に絡むことを行いたか

った。どうしても医学発展には長崎の役割は大きく、特にシーボルトの功績は顕著である。しかし、彼を支えた日

本人妻と彼を凌ぐ娘の存在も忘れてはならないと思い、今回テーマに関わらせていただいた。改めて楠本イネを

注目してほしいと願う。 

 

 本間一之 

地元（故郷）のことを深く知ることは、その地域の活性化や未来へのヒントを見つけることに必ずつながります。

長崎伝習所の取り組みはまさにその一環だと思います。機会をいただいた歴代の長崎市長（長崎伝習所総長）

および事務局・運営委員会の皆さまへ、この場をお借りして深く感謝申し上げます。そして、この取り組みの継続

と発展を切に願っております。 



渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 

塾長 倉持 基 

1 荒舩 裕子 21 すぎやま ゆうこ 41  

2 稲田 勝次郎 22 髙山 美枝子 42  

3 上田 佳代子 23 田中 美枝子 43  

4 榎本 隆一郎 24 辻川 智子 44  

5 岡村 真理 25 朝長 修 45  

6 勝田 真幸 26 中尾 和美 46  

7 官梅 洋子 27 中村 淳 47  

8 木本 志帆 28 中村 直美 48  

9 倉知 志帆 29 中村 奈美 49  

10 幸若 知加子 30 西岡 秀子 50  

11 小曽根 克秀 31 本間 一之 51  

12 小曽根 淳二 32 増田 泰之 52  

13 小沼 百合子 33  53  

14 斎藤 達章 34  54  

15 阪出 清 35  55  

16 佐々木 信子 36  56  

17 佐藤 正子 37  57  

18 柴田 徹郎 38  58  

19 末松 康春 39  59  

20 菅 千歳 40  事務局員 
東京事務所 
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